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歯科技工のアナログ技工から技術の安定・定量化をはかるCAD/CAM技工へ
平成26年4月より歯科の先進医療にCAD/CAMハイブリッドが小臼歯に保険適応されることで、歯科医師や国民の新たな要求

が発生します。それに応えられるよう歯科技工所をCAD/CAM化することを目指すものとしました。
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企業概要
当社はCAD/CAM設備を完備し、CAD/CAMセンターとして
ジルコニアの加工、ハイブリッドの加工を中心に歯科技工を
行っています。

主要製品
・歯科技工、歯科補綴物の製作

主要取引先
国内の歯科医院、大学病院、歯科技工事業者等

主な保有設備
３shpaeCAD、Identica BlueCAD、dental wingsCAD、
DWX-N50、AadvaミルLW-1、ジルコニア専用電気炉、レー
ザー溶接機、マスターキューボなど歯科技工機器

目的、取組のきっかけ

◆歯科医療の良きアシスタントとして
当社は、創業から28年間にわたり常に歯科医療に貢献さ
れている皆様の良きアシスタントとしてあるべく歯科補綴
物の製作等の業務に努めてきました。
歯科医療における補綴とは、歯が欠けたり無くなったり

した場合にクラウンや入れ歯などの人工物で補うことをい
います。患者様が快適な生活を過ごしていただけるよう
ニーズを把握して適合性や耐久性などの機能面と色・形状
の美しさにおける外見面への要求に対応した歯科補綴物を
探求して製作しています。

◆新素材と技術革新
10年前に欧州の先進技術情報をみて歯科補綴物材料の

「ジルコニア」の活用に着目して機械化を始めてきました。
通常よく使用されてきた歯科補綴材料は、金属やレジン

（プラスチック）などですが金属アレルギー、レジンアレ
ルギーなどの心配もありました。「ジルコニア」は、外見が
美しく医科では骨の代替材料として生体との親和性が高く
丈夫で安全な素材です。
その後「ハイブリッド（ガラス繊維65～90%、プラスチッ
ク10～ 35%の化合物）」にも早くから注目していました。
CAD/CAMハイブリッドが保険適用となったことをきっ
かけとして最新型CAD/CAMを導入することを決めまし
た。
インハウス（自社内一貫生産）を目指し、発注先からの
歯牙模型を最新型スキャナーで読み込み、そのデータから
ジルコニアやハイブリット材料を削る切削機器を自己資金
で購入する覚悟はありました。
新らたな歯科補綴材料を医療現場に活用できるととも
に、歯科技工をアナログ技工からデジタル技工へと進化さ
せる転換期にできると考えたからです。
本事業を取組むことで本格的な機械化に合わせて、当社
が蓄積してきた技術ノウハウと最新技術を融合させて高度
化することができます。歯科技工のCAD/CAM化は、安

価で審美的機能的な臼歯部補綴物の提供に寄与するものと
考えます。
平成25年度ものづくり・商業・サービス革新事業に係わ
る補助金申請に取組み採択して頂いたことで本格的な機械
化へのきっかけとすることができました。

取組内容

◆ジルコニアやハイブリッド材料を活かす技術力
当社は、患者様の立場にたって歯科補綴物を製作してお

りました。患者様ごとに合った素材や形状にどう向き合う
のか考えてきました。自然な顎や口腔内での無理のない安
定した咬合が歯科疾病の防止につながると考えています。
今回導入した設備機器「Aadvaミル」は、切削能力に優
れています。歯科補綴物は100ミクロンレベルでの適合精
度が求められる精密加工とも言えます。
さらに、歯科補綴物は個々の形態に同じ物は無く再現
する自由度が高い立体造形に関する技術であるとも言えま
す。単に歯科医
院等から提出さ
れた形状データ
のままで機械加
工しても適合し
たものにはでき
ません。
歯 科 補 綴 物
の形状データを
CADに取り込ん
でから（S-WAVE
スキャナー）依頼先ごとに発生する多様なデータの固有特
性を把握した上で修正し調整していきます。

◆高品質化と短納期化の推進
歯科補綴物における適確で自然な咬合を実現するため
に、歯科補綴物に対して新たな補綴デザインを設計し提案
できるノウハウが独自の優位性と考えます。

修復や矯正に使用される歯科補綴物加工に対して最新型
CAD/CAMを専門オペレーターが今まで蓄積してきた技
術ノウハウを充分に発揮します。ゆるい・きついなどの違
和感のない患者様にフィットする最適の高品質歯科補綴物
を提供できます。
また、各材料においてもメーカー各会社によっての特性
が異なるため最善の選択を提案できるように焼結炉機器の
温度管理を徹底して焼結加工を行っています。
機械工程の段階では、50%の未完成品です。最終工程で
はスキルの高い熟練歯科技工士による手作業が必要です。
これら一連の工程は、インハウスを目ざして今日まで進ん
できたことで可能にすることができました。
新たに注目した材料が患者様にとって審美的機能的に優
れているだけでなく、本事業による高度化によって精度に
とどまらず作業時間についても大幅な短縮化を進めること
ができます。今まで頻繁に使用されていたメタルボンド材
料であれば加
工 に180分 間
かかっていた
ものがジルコ
ニア材料では
30分間で仕上
げることがで
きます。この
ボトルネック
工程を解消で
きることは自
社における作業改善にとどまらず同業者に対して有益な協
力関係を提供できるものと考えています。

成果と今後の展開

◆実現できた成果
導入した「AadvaミルLD-1」機器によるジルコニア材料
の加工において期待通りに精度の高い結果がでました。さ
らに当初ソフト上では困難と考えていたブランケット付補

綴物も手作業加工に工夫することで問題点を克服し製作可
能となりました。
また、ハイブリッド材料の加工において「Aadvaミル
LW-1」機器でも安定した適合精度を確保することができま
した。金属とハイブリッドの結合による金属色の遮断とい
う課題も解決できました。
これらを含めた高品質の新らたな材料による歯科補綴加
工が実現できたことによって歯科医院、大学病院からの問
合せが増えました。
加えて加工工程時間の短縮によって全国の得意先からの
受注に翌日出荷で対応することが可能となりました。仕損
率は1%未満の精度です。これはリカバリー可能範囲であ
るので不合格品を出しません。新たな材料加工ができない
小規模な歯科補綴物加工事業者にとっては最終加工に余裕
をもって取り掛かれることで当社に安心して依頼すること
ができます。仕事の依頼が増加してきました。全体として
依頼される業務案件は3倍に増加しました。

ハイブリッドクラウンジルコニアクラウン

◆今後の展望と課題
本事業計画が各方面の関係先から求められていることで
あり、新たな展開のきっかけとなることが見えてきました。
当社では、常に人材育成を念頭においたOJTでの技術
技能の向上を図っています。業界における歯科技工士の人
材不足は深刻な状況です。その中にあって優秀な人材を育
成することは将来にわたっての安心安全正確な歯科技工を
継承してく上で必要なことです。
スタッフは、最新設備で技術技能習得にやりがいをもっ
て一層真摯に取組んでくれています。今後も人材育成とい
う課題のため投資していく考えです。医療現場への社会的
な貢献を益々進めていきます。
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